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市民交通傷害保険

「はいっていてよかった」

そう言われるのがこの保険で

す。お忘れでしたらいますぐ

市役所か出張所へどうぞ。

(1) 

ト
γ
当
り
二
千
八
百
三
十
円
で
す
す
ま
す
増
加
し
て
い

か
ら
毎
日
約
五
万
円
、
年
聞
に
し
ま
す
。
全
国
的
に
こ

て
約
千
七
百
万
円
の
税
金
が
ゴ
ミ
の
傾
向
は
つ
よ
く
、

処
理
の
た
め
に
費
や
さ
れ
て
い
る
ど
う
し
て
山
積
す
る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

ゴ

ミ
を
完
全
に
消
却

ご

み

処

理

は

都

市

の

悩

し

て

い

く

か

、

都

市

共
通
の
悩
み
と
な
っ

み

て
い
ま
す
。

ゴ
ミ
の
排
出
量
と
種
類
は
、
文

公
害
が
社
会
問
題

化
生
活
の
バ
ロ
メ

ー
タ
ー
と
い
わー
と
し
て
と
り
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
生
活
水
準
の
向
上

れ
て
い
る
時
、
わ
た

に
伴
な
っ
て
近
年
ゴ
ミ
の
量
は
、

く
し
た
ち
の
ま
わ
り

電
化
製
品
の
廃
き
物
、
ポ
リ
製
口
口
口
で
は
空
地
に
捨
て
ら

な
ど
質
の
大
型
化
と
相
ま
っ
て
ま

-

れ
た
き
た
な
し

の
山
が
、
深
刻
な
家

盟
の
問
題
と
し
て
取

り
あ
げ
ら
れ
て
い
ま

す。
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こ

を

と

じ、
て

く

だ

さ

し、
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増
大
す
る
ご
み
量

日
十
八
ト
ン

収

集

・

処

理

に

年

千

七

百

万

円

生
活
水
準
の
向

上
に
つ
れ
、

家
庭

か
ら
出
さ
れ
る
ゴ

ミ
の
量
は
年
ご
と

に
増
加
し
て
い
ま

す。

現
在
、
大
村

市
が
行
な
っ
て
い

るゴ司、、
収
集
人
口
は
二
万
六
千
人

六
千
四
百
世
帯
で
、
市
全
体
の
約

四
十
八
パ

ー
セ
ン
ト
に
あ
た
り
ま

す。

毎
日
四
台
の
収
集
車
で
十
六

台
分
十
八
ト

ン
の
ゴ
ミ
が
処
理
さ

れ
て
い
ま
す
。

収
集

・
処
理
に
要
寸
る
費
用
は
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抑
制

1
2

-
m
日

開
似

l
mm
回

勿

3
物
明
初
毎

物忽物問

ゴ
ミ
処
理
が
停
滞
し
て
く
る
と

物

ご
家
庭
が
ま
ず
迷
惑
し
ま
す
。

m
mmM
斤
川
J

市
で
は
み
な
さ
ん
に
こ
う
し
た

m
F

迷
惑
を
お
か
け
し
な
い
よ
う
努
力
協
物
m
便

し
て
い
ま
す
が
、
危
険
物
が
混
入
物

郵

し
た
り
燃
え
な
い
ゴ
ミ
が
多
く
よ
間
出

穆

7
勿一一九
一

り
ま
す
と
焼
却
場
で
能
率
が
き
が

物
第
開併

回

っ
た
り
、

収
集
が
手
間
ど
っ
た
り
物

泣

し
ま
す
。

協
同

こ
れ
か
ら
夏
に
む
か
つ
て
現
場
初
伴

で
働
ら
く
人
た
ち
の
苦
労
と
能
率
仇
抑

制

を
考
え
て
、
と
く
に
ご
協
力
を
お

昭

顕
い
し
ま
す
。
;
・
二
面
に
つ
づ
く

夏
の
ご
み
を
き
れ

、一-」-{
 

市
で
は
昭
和
四
十
三
位
度

一
日

十
八
ト
ン
の
ゴ
ミ
を
処
理
し
て
き

ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
四
年
度
で

は
排
出
量
の
増
加
と
あ
わ
せ
、

処

理
人
口
の
増
を
五
パ
ー
セ
ン
ト
と

み
て
一
日
十
九
ト
ソ
か
ら
二
十

一

ト
ン
を
予
想
し
て
い
ま
す
。

一
年
の
差
を
と
っ
て
こ
の
調
子

で
す
か
ら
、
今
後
ま
す
ま
す
増
え

て
い
く
ゴ
ミ
量
を
ど
う
処
理
し
て

い
く
か
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
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(2) 

ご

家

庭

て

一

「
守
っ
て
い
た
だ
き
た
い
事
項

L

りおおむ

マ
ス
イ
カ
や
野
菜
の
く
ず
は
必
ず

ビ
ニ
ー
ル
袋
な
ど
に
入
れ
る

マ
お
勝
手
の
ゴ
ミ
は
水
を
よ
く
き

っ
て
か
ら

マ
爆
発
の
危
険
が
あ
る
ス
プ
レ
ー

の
空
か
ん
な
ど
は
栓
を
抜
く

マ
ガ
ラ
ス
な
ど
危
険
な
も
の
は
ボ

ー
ル
箱
な
ど
に
入
れ
て

市政だより昭和33年4月22日第三種郵便物認可

…
消
防
署
だ
よ
り
…

山
火
事
に
注
意

最
近
全
国
的
に
林
野
火
災
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
長
崎
県
で
も
四

月
九
日
高
木
町
、
五
月
四
日
新
魚

目
町
に
お
い
て
山
火
事
が
発
生
し

昭和44年6月20日

マ
煉
炭
な
ど
の
も
え
が
ら
は
、
火

が
完
全
に
消
え
て
か
ら
袋
な
ど

に
入
れ
て

マ
木
や
竹
な
ど
長
い
も
の
は
短
か

く
切
っ
て

マ
ゴ
ミ
容
器
に
は
フ
タ
を
し
て

マ
ゴ
ミ
容
器
は
よ
く
洗
い
、
底
に

は
紙
敷
く

そ
れ
ぞ
れ
相
当
の
被
害
を
出
し
て

い
ま
す
。

た
ば
こ
の
火
、
た
き
火
、
火
入

れ
等
の
不
始
末
が
主
な
原
因
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
レ
ジ
ャ
ー
で
野

や
山
に
は
入
る
機
会
も
多
く
な
っ

て
い
ま
す
の
で
特
に
ご
注
意
え
だ

さ
い
。な
お
山
林
所
有
者
の
方
も
火
の

用
心
の
標
識
を
た
て
る
な
ど
、
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

消
し仏
だ
はん

危用
険玄
て亨
すツ
チ

今
年
の
匝
月
、
長
崎
市
で
「
安

全
マ
ッ
チ
消
し
」
か
ら
火
災
が
発

生
し
ま
し
た
。
長
崎
市
消
防
局
で

七
月
十
五
日

実
験
し
た
結
果
、
危
険
性
の
あ
る

こ
と
が
、
は
っ
き
り
し
ま
し
た
。

消
防
署
と
し
て
は
、
こ
の
器
具
は

、
火
災
危
険
を
防
ぐ
た
め
に
、
使

用
し
な
い
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す

。
も
し
現
在
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で

使
用
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
次
の

事
項
を
守
っ
て
、
そ
の
取
扱
い
に

は
特
に
注
意
し
て
下
さ
い
。

マ
容
器
の
底
に
水
を
た
め
る

事。マ
マ
ッ
チ
の
火
は
必
ず
消
し

て
か
ら
容
器
応
入
れ
る
事
。

マ
容
器
内
に
マ
ッ
チ
の
軸
を

た
め
す
ぎ
な
い
事
。

1/ 

得
な
ど
は
、
説
明
会
々
場
に
お
い

て
お
渡
し
す
る
勺予
定
で
す
。

マ
開
催
日
時
六
月
二
十
七
回

午
後
二
時
よ
り

マ

場

所

市

役

所

大

会

議

室

釣
を
楽
し
む
人
へ

釣
の
シ
ー
ズ
ン
と
な
り
ま
し
た

が、

-こ
の
頃
に
は
漁
業
も
活
穣
に

な
り
、
あ
ち
こ
ち
に
漁
具
や
養
殖

物
を
敷
設
し
て
あ
り
ま
す
。

心
な
い
釣
人
が
こ
れ
ら
の
漁
具

に
い
た
ず
ら
し
た
り
操
業
の
じ
ゃ

ま
を
し
た
り
し
て
因
っ
て
い
ま
す

海
に
は
、
生
活
の
た
め
に
働
ら
い

て
い
る
漁
業
者
の
あ
る
こ
と
を
考

え
て
、
釣
を
楽
し
む
人
達
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

事
業
所
統
計
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

総
理
府
統
計
局
で
は
、
七
月
一
日
現
在
で
、
全
国
い
っ
せ

い
に
事
業
所
統
計
調
査
を
行
な
い
ま
す

こ
の
調
査
は
、
国
勢
調
査
と
と
も

に
国
の
も
っ
と
も
基
本
的
な
統
計

調
査
で
、
事
務
所
、
工
場
、
営
業

所
、
飲
食
居
、
旅
館
、
映
画
館
を

は
じ
め
、
駅
、
学
校
、
病
院
、
神

社
、
寺
院
に
い
た
る
ま
で
、
あ
ら

ゆ
る
種
類
の
事
業
所
を
も
れ
な
く

調
査
し
、
い
わ
ば
日
本
の
産
業
の

見
取
図
を
作
る
重
要
な
も
の
で
す

乙
の
調
査
か
ら
作
ら
れ
る
統
計

は
、
園
、
都
道
府
県
や
市
区
町
村

子
供
を
水
の
事
故
か
ら
守
ろ
う

水
遊
び
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま

し
た
が
、
毎
年
犠
牲
者
は
あ
と
を

た
ち
ま
せ
ん
。
水
の
事
故
は
ち
ょ

っ
と

L
た
注
意
で
防
ぐ
こ
と
が
で

き
ま
す
。
次
の
事
柄
を
守
っ
て
不

幸
な
夏
を
迎
え
な
い
注
意
を
い
た

し
ま
し
ょ
う
。

。
水
の
事
故
は
幼
児
に
多
い
の
で

幼
児
の

一
人
遊
び
は
さ
せ
な
い

で
く
だ
さ
い
。

。
子
供
だ
け
で
泳
ぎ
に
や
る
こ
と

は
非
常
に
危
険
で
す
。
必
ず
泳

f --

ぎ
の
で
き
る
人
が
付
き
添
っ
て

く
だ
さ
い
。

。
水
泳
や
水
遊
び
は
、
防
犯
組
合

P
T
A
、
町
内
会
、
警
察
官
な

ど
が
監
視
し
て
い
る
安
全
な
場

所
で
行
な
う
よ
う
指
導
し
て
く

だ
さ
い
。

。
急
に
飛
び
込
む
の
は
危
険
で
す

準
備
運
動
を
十
分
し
て
か
ら
泳

い
で
く
だ
さ
い
。

。
食
後
や
、
ひ
ど
い
空
腹
時
に
は

泳
が
な
い
で
下
さ
い。

で
の
経
済
政
策
、
地
域
開
発
計
画

都
市
計
画
、
国
民
所
得
の
推
計
地

方
交
付
金
の
算
定
な
ど
の
た
め
に

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
基
本
的
な

資
料
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
す

こ
の
調
査
の
た
め
調
査
員
が
う

か
が
い
ま
す
の
で
、
お
忙
し
い
と

こ
ろ
恐
縮
で
す
が
、
こ
の
調
査
の

重
要
性
を
ご
理
解
い

た
だ
ぎ
、
ご

協
力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す。去
年
の
水
死
事
敵
は
一
名

。
疲
れ
て
い
る
と
き
、
ま
た
疲
れ

る
ま
で
泳
が
な
い
で
く
だ
さ
い

O
ひ
ど
く
汗
ば
ん
で
い
る
時
は
、

よ
く
汗
を
ふ
い
て
か
ら
泳
い
で

く
だ
さ
い
。

。
流
れ
の
急
な
と
こ
ろ
、
水
の
冷

た
い
と
こ
ろ
で
は
泳
が
な
い
よ

う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

。
ふ
ざ
け
て
突
き
落
し
た
り
押
し

込
ん
だ
り
し
な
い
こ
と
。

。
日
が
暮
れ
て
か
ら
は
泳
が
な
い

で
く
だ
さ
い
。

¥ミ
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七
月
二
十
日
か
ら

選
挙
人
名
簿
登
録
の
方
法
が

変
り
ま
す
。

従
来
は
、
選
挙
管
理
委
員
会
に

申
し
出
て
登
録
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
今
年
の
七
月
二
十
日
か
ら
は
、

住
民
基
本
台
帳
に
三
カ
月
以
上
記

録
さ
れ
て
い
る
者
が
職
権
で
登
録

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

住
民
基
本
台
帳
に
の
っ
て
い
な

け
れ
ば
、
住
所
が
あ
っ
て
も
二
十

才
以
上
に
な
っ
て
も
選
挙
人
名
簿

昭和33年4月22日第三種郵便物認可
りおおむ'市政だより(3) 

お忘れではないでしょうか…・

:'"111・H・".・ H・-あなたの市民交通傷害保険

親切・・・・・・

あ
な
た
の
立

場
に
た
っ
た
保

険
で
す
。

交
通
事
故
は

最
近
激
増
し
て

い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
「

自
分
は
」
と
思

っ
て
い
る
所
へ

思
わ
ぬ
事
故
が

待
ち
か
ま
え
て

い
ま
す
。

事
故
に
あ
っ

て
か
ら
は
自
分

一
人
の
不
幸
で

に
登
録
さ
れ
ま
せ
ん
。

又
、
現
在
選
挙
人
名
簿
に
登
録

さ
れ
て
い
て
も
、
住
民
基
本
台
帳

に
記
録
さ
れ
て
い
な
い
人
は
、
選

挙
人
名
簿
か
ら
抹
消
さ
れ
て
し
ま

い
ま
す
の
で
、
す
ぐ
に
住
民
基
本

台
帳
へ
の
記
録
の
手
続
き
を
、
市

民
課
文
は
関
係
出
張
所
で
す
ま
せ

て
く
だ
さ
い
。

す
ま
さ
れ
な
い
の
が
実
情
で
す
。

市
民
交
通
傷
害
保
険
は
こ
う
し

た
み
な
さ
ん
を
守
る
立
場
に
立

っ

た
保
険
で
す
。

本
年
度
の
加
入
者
は
五
月
二
十

日
現
在
七
六
四

O
人
で
全
体
の
約

十
四
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ま
せ
ん

と
こ
ろ
で
四
十
三
年
度
の
交
通
傷

害
者
は
三
百
四
十
一
人
(
う
ち
死

て
者
七
人
)
こ
の
う
ち
で
市
民
交

通
傷
害
保
険
加
入
者
は
三
十
人
だ

け
と
い
う
の
が
実
情
で
す
。
ま
た

新
聞
に
の
ら
な
い
傷
害
請
求
者
が

七
百
人
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か

ら
推
察
し
て
も
、
市
民
の
傷
害
者

数
は
相
当
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が

ま
し
た
。

+

こ
れ
は
水
中
に
カ
ラ
l
ラ
ソ
プ
一

大
村
青
年
会
議
所
は
創
立
十
周
を
つ
け
た
ジ
ェ

ッ
ト
フ
ラ
ワ
ー
噴

一

一

年
を
記
念
し
ぺ
、
た
村
、
配
配
、仁
、
引
白
川
、
…

水
で

、

直

径

八

メ

一

一

て

盛

大

に

行

「

i
ぃi
l
i
--i
!と一

1
1の
円

型

一

桜

馬

場

の

子

供

会

植

え

ま

し

た

@

子

供

会

は

小

中

合

一

事
を
催
し
ま
し
た
が
、
そ
の
ひ
と
プ

1
ル
に
+
三
本
の
ジ
ェ
ッ
ト
ノ
・
+

町

内

の
ま
ん
中
を
国
道
が
走
り
せ
て

一
二
二
名
で

一
O
班
に
別
れ

-

っ
と
し
て
大
噴
水
を
市
に
寄
贈
じ
ズ
ル
が
あ
り
、
六
メ
ー
ト
ル
の
高
・
+一

八
二
世
帯
の
子
供
か
ら
老
人
ま
班
長
が
二
O
円
の
会
費
を
集
め
会

+

さ
ま
で
噴
水
す
る
と
い
う
す
ば
ら

一
で
が
交
通
安
全
の
た
め
に
、
ち
え
計
が
ま
と
め
る
し
く
み
に
な
っ
て
+

し
い
v

も
の
で
す
.

す
出
し
あ
っ
て
い
ま
す
・
子
供
会

い

ま

す

・

一

l
i
l
i
l
i-
-

-で
は
交
通
安
全
の
マ
ス
コ
ッ
ト
を
主
な
行
事
1
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
一

干
つ
く
り
、
安
全
運
転
を
し
て
い
た

水
泳
、
キ
ャ
ン
プ
な
ど。

長
崎
県
職
員
上
級
試
験
一
だ
く
よ
う
運
転
手
さ
ん
に
配
っ
た
さ
だ
め

l
お
は
よ
う
、
こ

ん
に
一

長
崎
県
職
員
採
用
上
級
試
験
が

一
り
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
体
を
ち
は
、
こ
ん
ば
ん
は
。

一

次
の
と
お
り
行
な
わ
れ
ま
す
。

一
前
に
町
を
き
れ
い
に
し
よ
う
と
、
子
供
会
長
徳
永
光
英

恥

マ
受
付
期
間
六
月
九
日
か
ら
七
一

清
掃
を
し
た
り
国
道
側
に
は
花
を

育
成
会
長
福
田

巴

一

月

三

日

ま

で

+

マ
第
一
次
試
験
七
月
二
十
七
日
+

マ
第
二
次
試
験
七
月
二
十
?
一

三

十

日

一

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は
長
崎
市

+

江
戸
町
二
番
十
三
号
長
崎
県
人
事
+

委
員
会

へ
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
+

〈、

青
年
会
議
所
が
市
に
寄
贈

わ
か
り
ま
す
。
「
自
分
だ
け
は

」
と
い
う
考
え
方
を
捨
て
て

あ
な
た
自
身
の
た
め

、
ご
家
族
の

た
め
に
市
民
交
通
傷
害
保
険
へ
の

加
入
を
急
ぎ
ま
し
ょ
う
。

マ
保
険
料

一
日
一

円

四
十
三

年
度
に
加
入
さ
れ
た
方
は
三
月

末
日
で
期
限
が
切
れ
て
無
効
に
な

っ
て
い
ま
す
。
い
ま
す
ぐ
市
役
所

か
出
張
所
へ
ど
う
ぞ
。

ハ
六
月
中
に
加
入
さ
れ
る
万
は、

三
百
円
で
す
)

お
お
と
り
が
世
界
に
は
ば
た
く

躍
進
の
姿

1¥ 

」ツ
希
明 Y

5 を
方つ

詰け
犀ま
蔓し

富さ
へつ

長
崎
国
体
シ
ン
ボ
ル
、

マ
頒
布
価
格

個

五
O
円

ぜ/

② 



(4) 

撃
機
感
お
寒

市
道
、
農
道
の
通
行
禁

止
並
び
に
制
限

マ
場
所

市

内
宮
小
路
、
黒
丸
郷

、
富
ノ
原
に
至
る
市
道
並
農
道
。

富
ノ
原
線
の
海
岸
に
至
る
字
常
盤

地
内
に
建
設
予
定
の
海
上
自
衛
隊

通
信
隊
施
設
地
ま
で
総
延
長
約
二

、
七

O
O米

マ
期
間
六
月
十
日
よ
り
八
月
十

五
日
ま
で

マ
理
由

海
上
自
衛
隊
の
電
力
ケ

ー
ブ
ル
に
よ
る
水
道
管
埋
設
の
た

め。

おおむら市政だより昭和33年4月22日第三種郵便物認可

実
弾
射
撃

陸
上
自
衛
隊
で
'は
、
七
月
中
の

実
弾
射
撃
を
つ
ぎ
の
と
お
り
行
な

い
ま
す
.

。
実
施
場
所
l
池
田
射
撃
場

池
田
堤
防
の
交
通
禁
止

市
内
池
田
郷
の
池
田
堤
防
ぽ
普
通

貨
物
自
動
車

(2
・5
t
)
以
上
の

車
輔
は
危
険
で
す
か
ら
交
通
出
来

ま
せ
ん
。

重
量
物
を
積
載
し
て
通
行
い
た
し

ま
す
と
樋
管
が
破
損
文
は
堤
防
が

決
か
い
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
大
き

な
災
害
を
引
起
す
原
因
と
な
り
ま

す
の
で
運
転
者
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

昭和44年6月20日

。
実
施
日
程
1
1
日
1
2自

7
日
9
目

1
ロ
目

28 14 
日日
1 1 
31 21 
日日

七
月
の
母
子
検
診

七
月
の
母
子
検
診
を
つ
ぎ
の
よ
う

に
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
間
違
い

の
な
い
よ
う
お
ね
が
い
し
ま
す
。

|実施月日 1

7月4日 9:30-12:00 

7月8日I9:30 -12:00 

7月14日I9:30 -12:00 

7月15日 9:30-12:00 

7月24日I13:30 -15:00 

実施時間実施場所二
日
間
で
マ
ス
タ
ー
で
き
る

水
上
ス
キ

I
教
室
開
催

7
月

5
日
6
日
2
日
間

7
月
四
日
目
日
2
日
間

〈
毎
日

9
時

j
H時
)

マ
場
所

大
村
競
艇
場

マ
資
格
高
校
生
以
上
の
男
女
(

県
内
一
般
)
第

1
回
刊
名
第
之
回

マ
日
時

i月 日 !曜 l場 所|
|げ7月7日配l月 |松原出 張 所i川10.0∞0-1悶5.0叩0 
8日則l火 1困西 大村出 張 所11叩0.0∞0-1悶5.0∞0 
叩U呂引12i市民会4ふムi55iJリ館入口4[10I:0叩0二15.
けl白同|金 |阿市 役 所岡|川10.0∞0-1日5.0叩0 

|日11目;王(i; ; ;些日刊11引|l目11!: !目!E目目::f(;(: !1 ! 
日日5日日|μ火!虐量自品量蒜一支出Ii3.30~iili 

1 16日l 川 三 浦 出 張 所|103川 00
1 71'鈴田出 張・ 所113.30-15.00

叩
名
マ
申
込
方
法

往
復
は
が
き
に
住

所
氏
名
年
令
職
業
を
記
入
の
上

6

月
四
日
ま
で
(
第

1
回

)
7月
2

日
ま
で
(
第

2
回
)
主
催
者
に
申

込
む
こ
と

マ
会
費

三
O
O
円

(
当
日
払

2

日
分
の
昼
食
代
)

マ
携
行
品
海
水
着
、
タ
オ
ル

マ
主
催
者
大
村
市
事
業
課

T
E
L
3
3
4
2
 

長
崎
県
モ
I
タ
ボ

1
ト
競
走
会

マ
後
援
長
崎
新
聞
社

計
量
器
定
期
検
査

本
年
度
の

「
は
か
り
」

の
検
査

を
別
表
の
と
お
り
行
な
い
ま
す
。

商
取
引
や
証
明
用
に
使
用
し
て
い

る
「
は
か
り
」
は
、
も
れ
な
く
検

間

昭和44年度計量器定期検査日程表

時

蚊
と
ハ
エ
を
い
な
く
す

る
運
動

そ
ろ
そ
ろ
梅
雨
に
入
り
多
湿
多

温
の
日
が
続
き
ま
す
が
、
こ
の
時

期
は
や
与
も
す
る
と
生
活
環
境
が

不
潔
に
な
り
や
す
く
体
力
も
減
退

す
る
も
の
で
す
。

こ
れ
と
は
逆
に
細
菌
類
や
い
ろ

い
ろ
の
衛
生
害
虫
は
絶
好
の
チ
ャ

ン
ス
と
ば
か
り
に
人
の
生
活
に
と
h

り
入
る
機
会
を
う
か
が
っ
て
い
ま

刊

す。

w

さ
て
赤
痢
は
六
月
十

一
日
現
在

日仇

ま

た

父
の
日
が
き
ま
し
た
。

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、

W
Q
〈
の
日
は
何
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ょ

事
前
調
査
用
紙
を
ま
だ
提
出
さ
れ
川
う
か
丈

て
い
な
い
方
は
、
至
急
商
工
観
光
山
わ
た
し
は
お
と
う
さ
ん
が
大
す

課
ま
た
は
、
も
よ
り
の
出
張
所
へ
一
き
で
す
。

父
は
ま
い
日
家
に
い
て

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し
い
こ

w

し
ん
し
ふ
く
を
作

っ
て
い
ま
す
。

N

わ
た
し
が
学
校
か
ら
帰
る
と

「

と
は
、
商
工
観
一
き
ょ
う
の
学
校
は
お
も
し
ろ
か
っ

党
課
へ
お
た
ず
一
た
」
と
‘
に
こ
に
こ
し
な
が
ら
や

ね
く
だ
さ
い
.
…
さ
し
い
顔
で
き
き
ま
す
。

川
は
た
ら
き
も
の
の
父
、
ど
り
ょ

w

く
を
し
て
い
る
が
ん
ば
り
や
の
父

人，〉、，、《，、《，、，、，》、，、白、

M

-

つ
w
w

そ
ん
な
父
だ
か
ら
コ
ン
ク
ー
ル
で

N

U

M

…
し

よ
う
じ
よ
う
も
た
く
さ
ん
も
ら

ω

ま
ご
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
わ
た
し
は

w

い
m
m

い
つ
も
「
え
ら
い
な
あ
」

と
思
い

何

回

買

と

E
1

山

こ

で

ご

1

7

N

a

!

『

U
J

ご

父
は
二
十
一
さ
い
か
ら
へ
い
た

一
た
市
こ
い
さ
ん
に
な
っ
て
、
ぜ
ん
そ
う
に

7
3
5
2
5
E
i
w
も
行
っ
た
.
せ
ん
ち
で
水
が
な
く

--~ノ

九
名
の
患
者
お
よ
び
保
菌
者
が
出

て
い
ま
す
。

ハ
エ
は
赤
痢
菌
の
運
び
屋
と
し

て
重
要
な
役
割
を
は
た
し
て
い
ま

す
。
ま
た
蚊
は
日
本
脳
炎
ウ
イ
ル

ス
の
運
び
屋
と
し
て
、
と
き
に
は

人
の
命
を
う
ば
う
こ
と
さ
え
あ
り

ま
す
.

「
ウ
ジ
の
発
生
源
が
忘
れ
ら
れ
て

父

の

日

は
い
ま
せ
ん
か
」

「ボ
l
フ
ラ
の
発
生
源
と
な
る
不

要
な
水
た
ま
り
や
、
空
ビ
ン

、
空

カ
ン
が
放
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
か

」

町
内
や
家
庭
の
周
辺
を
も
う
一

度
よ
く
点
検
し、

害
虫
が
発
生
で

き
な
い
快
適
な
環
境
づ
く
り
に

一

層
の
ご
協
力
を
お
ね
が
い
し
ま
す

中
央
小
学
校
三
年

代

横

山

道

て
ど
ろ
水
を
の
ん
だ
り
、
草
を
か

ぶ
っ
て
の
は
ら
に
ね
た
り
、
と
っ

て
も
く
る
し
か
っ
た
話
を
し
て
く

れ
ま
す
.

だ
か
ら
、
か
ら
だ
も
つ
よ
い
の

で
す
。わ
た
し
は
よ
わ
く
て
ま
い
朝
父

に
じ
て
ん
車
で
お
く
つ
で
も
ら
い

ま
す
。
わ
た
し
は
大
き
く
な
っ
た

ら
か
が
く
は
か
せ
に
な
っ
て
、
大

す
き
な
、
大
す
き
な
父
に
お
ん
が

え
L
を
し
た
い
。

そ
し
て
父
に
い

つ
ま
で
も
わ
か

く
で
元
気
で
い
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

ぁ、
そ
う
そ
う
、
わ
た
し
は
一
生
か
か

っ
て
お
や
こ
う
こ
う
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

お
わ
り


